
令和４年１２月分（４件） 

 

【循環バス について】 

内容  以前に回答をもらいましたが、路線バスと循環バスを使うと料金がかなりかかるのは

わかっているのでしょうか？ 

 地域のお年寄は車に乗らない人が増えているので、そこもふまえてもう一度考えてほ

しいです。 

 また提案として市民にアンケートをとってどの地域にバスを走らせるか考えてほしい

です。観光を発展させるためにも必要と考えます。 

 
【R4.12.9 受理】 

回答 この度はご意見をいただき、ありがとうございます。 

路線バス⇔市街地循環バス・鉄道等を乗り換えて移動される場合、階段の上り下り等

の手間や、金銭的な負担が発生することについては、市としても把握しています。 

ご負担を減らすため、市街地循環バスで利用できる「1か月 1,000 円の定額パス」の導

入をはじめ、南房総市とは地域の路線バス全体で利用できる定額パスの発行について検

討を始めるなど、できる限りの取組を進めています。    

また、公共交通に係る計画策定に当たっては、市民の皆様を対象としたアンケート調

査や地区別の座談会を行い、計画策定後も定期的に路線バスの利用状況調査を行うなど、

市民や公共交通を利用される皆様のニーズ把握に努めています。 

しかしながら、行政の予算や運行事業者が持つ資源には限界があり、全ての方にご満

足いただける利用環境を整えるのは難しい状況ですが、御理解くださるようお願いいた

します。 

 

                        【R4.12.20 回答】 

 

【市庁舎の建設について】 

内容  市庁舎の老朽化を理由に建設を予定しているそうですが、現在使用していない閉校と 

なった学校を再利用のはどうですか？市内にはもっと活用できるもの活かしていけるも 

のなどたくさんあると思います。効果の無い事や、形だけの事業、市政が多く、結局何 

も変わらず、館山市がどんどん廃れていくだけになってしまっている。古い悪しき風習 

や、昔からこうだったというくだらない考えを捨て、新しい事、画期的なアイディアを 

行っていかないと本当にどうしようもなくなると思います。 

 

【R4.12.12 受理】 

回答  この度は、ご意見をいただき、ありがとうございます。 

 現市庁舎は昭和３５年に竣工し、建設後６０年以上が経過しています。市では、将来

の庁舎建設に備え、平成元年度から庁舎建設基金の積立てを行っています。しかしなが

ら、厳しい財政状況が続いており、現在まで庁舎の建設には至っていません。この間、

来庁者や職員の安全を確保するとともに、防災拠点としての機能確保を図るため、平成

２０年度から平成２４年度までの間に現市庁舎の耐震改修工事を実施したことにより、

工事完了後、２０年程度は使用可能となっています。 

  新庁舎の整備については、多額の事業費がかかることが予想されます。一方で、行政

手続のオンライン化やワンストップ対応に適した窓口の形態など、社会状況の進展に伴

い、庁舎に求められる機能も変化していることから、新庁舎の整備規模や事業手法につ

いては、空き公共施設の利活用を含め、これらの状況を総合的に勘案しながら、検討し

ていきたいと考えています。また、財政負担を軽減できるよう様々な選択肢を考慮し、

必要な財源の確保に努めます。 

 なお、現在、旧千葉県立安房南高等学校跡地には、館山警察署や安房合同庁舎が移転



するなど、行政機関の集約が進んでいるため、市民の利便性や公共交通のネットワーク

の観点等から、現時点では、館山市の新庁舎の移転場所として旧南高跡地が最もふさわ

しい場所であると考えています。  

 

【R4.12.20 回答】 

 

【新築住宅購入に対する補助金等について】 

内容  今年度から Uターンで館山市に戻ってきた 20代会社員ですが、将来を見据え、新築住

宅の購入を考えております。  

 しかしながら、館山市は新築購入に対する補助金等がありません。 

 隣の南房総市では、新築購入の場合、条件にもよりますが数十万～数百万の奨励金が

あるようです。 

 隣街とこれだけ差があるようですと、UJI ターン者が南房総市等に流れてしまう可能性

があると考えます。 

 最近はウッドショックや原材料高騰による設備機器の価格上昇もあり、新築購入に足

が遠のいております。 

 若者が戻って来たい、移住したいと思えるまちづくりのためにも、新築住宅購入への

奨励金等の検討をお願いいたします。 

   

【R4.12.22 受理】 

回答 「市長への手紙」をご利用いただき、ありがとうございます。 

当市では、新築住宅購入に対する補助金等はございませんが、移住の助成金といたし

まして、①館山市 UIJ ターンによる起業・就業者創出事業移住支援金及び②館山市移住

定住促進助成金交付制度（子育て世帯への家賃補助）という２つの制度で移住の助成を

させていただいております。 

 制度の詳細につきましては、以下のページをご確認いただければと思います。 

①https://www.city.tateyama.chiba.jp/shoukan/page100344.html  

 ②https://www.city.tateyama.chiba.jp/shoukan/page100249.html 

このたびは貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 

  

【R5.1.13 回答】 

 

【アニメ 戦翼のシグルドリーヴァを使った館山市の盛り上げ方への疑問。】 

内容 等身大パネル・ポスター掲示終了ということですが…本当に館山市としてアニメを使

った観光客誘致を本気でしようとしてますか？ 

今までの館山市がやってきた動きを見ても本気で取り組んでいるとは到底思えませ

ん。 

「本気で取り組んでいる」という事なのであれば大洗などのように行政が主導で聖地

巡礼ツアーやグッズ販売・コラボカフェなど、地域のお店と一体となって盛り上げてい

くというのが「本気で取り組んでいる」と言えるのでは無いでしょうか？ 

しかも館山駅東口にはシャッター街が多いです。そういう所をアニメの力を使い、シ

ャッター街を無くしていく。そんな努力をしてこそ「本気で取り組んでいる」と言える

と思いませんか？ 

せっかくの館山市を盛り上げるチャンスを逃してると思います。アニメの力を使い、

きちんと「本気で取り組む」という事をしてください。館山を盛り上げる為に頑張って

欲しいので送らせていただきました。 

 

【R4.12.26 受理】 



回答 貴重なご意見ありがとうございます。 

「戦翼のシグルドリーヴァ」（以下「シグルリ」）につきましては、令和２年の放送か

ら約２年半が経過した現在まで、市内でのラッピングバスの運行や市内各所での等身大

パネルの展示などを実施して参りました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の

影響により、シグルリを活用したツアー企画・グッズ販売・市内事業者とのコラボ企画

等、施策再開の目途が立っていないことに加え、アニメの放送から既に時間が経過して

いることから、関係者との協議を繰り返し、今回の等身大パネル・ポスター掲示終了と

いう結果となりました。 

作品を応援してくださった方には、ここまでシグルリを支えていただき、大変感謝し

ております。 

今後につきましても、また新しい形で、アニメツーリズムを進めていきたいと思って

おりますので、ご理解ご協力を賜り、引き続き応援いただきますようお願いいたします。 

 

【R5.1.10 回答】 

 


